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グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

よ

も

ぎ

た

宅
地
分
譲
受
付
開
始

現
地
説
明
会
７
月
2
0
日
（
金
）
・
2
1
日
（
土
）
・
2
2
日
（
日
）

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
よ
も
ぎ
た
の
概
要

◆
面
　
　

積
　
　
２
２
、
８
９
０
ヨｍ

◆
分
譲
区
画
　
　

溷
区
画

◆
用
途
地
域
　
　
用
途
地
域
の
指
定
な
し
、
建
ペ
イ

率
8
0％
、
容
積
率
３
０
０
％

分
譲
価
格
（
消
興
税
込
み
）

◇
Ａ

地

区
　
　

１
６
、
３
３
５
円
ノ

。ｍ
（
4
2区
画
）

◇
Ｂ

地

区
　
　

１
６
、
０
３
３
円
乙
一ｍ
（
４
区
画
）

ゴ
ミ
集
積
所
隣
接
地

◇
宅
地
面
積
　
　
6
4
坪

～
１
４
１
坪

申
込
受
付

●
受
付
期
間
　
　

平
成
1
3年
７
月
2
0日
（
金
）
か
ら

８
月
1
5
囗
（
水
）

●
受
付
場
所
　
　

蓬
田
村
役
場
　

企
画
課

契
約
条
件

①
分
譲
を
受
け
た
者
は
、
５
年
以
内
に
自
ら
居
住
す

る
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ま
す
。

②
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
義
務

③
土
地
購
入
者
が
契
約
条
件
に
違
反
し
た
と
き
は
、

契
約
時
の
価
格
で
買
い
戻
し
を
し
ま
す
。

売
買
代
金
の
支
払
方
法

●宅地分譲受付開始　２



宅
地
と
墓
地
を
セ
ッ
ト
で
販
売

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
お
求
め
や
す
い
価
格
に
す
る

た
め
、
墓
地
は
正
法
院
・
楽
宝
寺

に
す
で
に
あ
る
も
の
を
紹
介
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
坪
あ
た
り

の
価
格
は
当
初
予
定
よ
り
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

国
道
バ
イ
パ
ス
沿
い
で
環
境
が

整
備
さ
れ
た
宅
地
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
役
場
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

お問い合わせ先

蓬田村役場　企画課

S0174(27)-21 叫( 直通)

◆
上
地
売
買
仮
契
約
締
結
後
匚
、
指
定
す
る
囗
ま
で

契
約
保
証
金
と
し
て
金
↓

０
０
、
０
０
０
円
を
払

い
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
土
地
の
売
買
代
金
は
、
本
契
約
締
結
に
指
定
す
る

囗
ま
で
払
い
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
契
約
書
に
要
す
る
印
紙
代
等
は
、
購
入
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
権
邵
転
登
記
・
引
き
渡
し

上
地
売
買
代
金
を
完
納
後
、
購
入
者
本
人
が
所
有

権
移
転
登
記
の
手
続
き
を
行
い
、
登
記
後
引
き
渡
し

ま
す
。



蓬田村新総合計画基本構想の概要

豊かな自然と共生する 
活力のみなぎる村をめざして
蓬田村新総合計画が平成13年度よりスタートしました。

基
本
目
標
の
内
容

◆
第
一
章

緑
豊
か
な
快
適
な
村
づ
く
り

一
　
自
然
環
境
の
保
全

村
の
豊
か
な
緑
と
水
は
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
あ
り
保
全
に
努
め
る
と
と

も
に
、
景
観
や
海
・
山
な
ど
の
自
然
保

護
を
図
り
、
快
適
な
環
境
や
景
観
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

二
　
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

安
定
し
た
安
全
な
飲
料
水
の
供
給
と

生
活
排
水
処
理
の
施
設
整
備
を
図
り
、

廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
減
量
化
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
を
図
り
、
自
然
や
環
境

に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
を
進
め
、
環
境

問
題
へ
の
適
切
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

三
　
安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

交
通
安
全
や
防
犯
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
消
費
生
活
の
安

定
に
努
め
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
生
活

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

四
　
安
心
で
き
る
生
活
環
境

村
上
を
災
害
か
ら
守
り
、
生
活
、
財

産
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
防
災
体

制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
迅
速

な
消
防
・
救
急
体
制
の
確
立
に
努
め
ま

す
。

五
　
交
通
・
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備道
路
交
通
の
日
常
生
活
に
お
け
る
利

便
性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

六
　
自
然
と
共
生
で
き
る
土
地
利
用

土
地
利
用
の
秩
序
化
を
図
る
と
と
も

に
農
地
や
緑
地
の
保
全
に
努
め
、
地
域

の
自
然
特
性
と
環
境
保
全
に
配
慮
し
た

土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

七
　
う
る
お
い
の
あ
る
居
住
環
境
の
確

保自
然
環
境
と
一
体
と
な
っ
た
ゆ
と
り

の
居
住
空
間
づ
く
り
に
努
め
、
身
近
な

広
場
の
整
備
や
緑
地
の
保
全
に
努
め
ま

す
。

◆
第
二
章

健
や
か
で
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

村
づ
く
り

一
　
健
康
の
保
持

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
在
宅
ヶ
ア
な

ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
提
供
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
努
め
ま
す
。

二
　
充
実
し
た
福
祉
社
会

地
域
福
祉
の
拠
点
づ
く
り

や
福
祉
体

制
の
整
備
を
進
め
、
行
政
と
住
民
等

が

連
携
し
て
福
祉
を
高
め
て
い
く
と
と
も

に
、
障
害
者
対
策
と
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
村

づ
く
り
を
進
め
、
社
会
参
加
活
動

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

三
　
子
育
て
支
援

保
育
二
し
ス
の
多
様
化
に
即
応
し
た

施
設
等
の
整
備
と
保
育
内
容
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
へ
の
支
援
や
地
域
に
お

け
る
好
ま
し
い
子
育
て
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

四
　
安
心
で
き
る
長
寿
社
会

長
寿
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
健
康
づ
く
り
・
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
等

の
機
会
確
保
な
ど
の
環
境
づ
く
り
に
努

め
、
社
会
参
加
と
生
き
が
い
を
促
進
し

ま
す
。
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五
　
安
定
し
た
生
活
と
年
金
・
保
険
の

充
実

各
種
援
護
制
度
の
活
用
と
実
態
に
即

し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
り
、

生
活
の
安
定
と
自
立
に
努
め
る
と
と
も

に
、
年
金
・
保
険
に
関
す
る
啓
発
を
進

め
、
各
種
相
談
の
充
実
と
事
業
・
制
度

の
運
用
の
円
滑
化
に
努
め
ま
す
。

◆
第
三
章

は
つ
ら
つ
と
し
た
創
造
性

豊
か
な
人
づ
く
り

一
　
青
少
年
の
健
全
育
成

思
い
や
り
の
心
を
持
つ
人
間
性
が
創

造
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
生
か
す
き
め

細
か
な
指
導
の
も
と
に
、
社
会
の
変
化

に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
能
力
と
態
度

を
身
に
つ
け
た
人
間
形
成
に
努
め
、
学

校
施
設
・
設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
自
主
的

な
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

二
　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

だ
れ
も
が
自
主
的
に
参
加
で
き
る
生

涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
機
会
づ
く
り
と
施
設
整
備
に
努

め
、
活
動
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

三
　
個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
創
造

個
性
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
文
化
の
村
づ

く
り
を
推
進
し
、
文
化
や
歴
史
・
伝
統

の
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
新
し
い
文

化
の
剔
出
に
努
め
ま
す
。
ま
た
国
際
交

流
の
促
進
と
男
女
平
等
の
立
場
で
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
が
発
揮
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
第
四
章

活
力
あ
る
産
業
の
村
づ
く
り

一
　
農
林
水
産
業
の
振
興

農
林
業
生
産
を
支
え

る
担
い
手
の
育

成
・
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
規

模
化
や
複
合
経
営
の
促
進

・
土
づ
く
り

を
基
本
と
し
た
地
域
資
源
循
環
活
用
型

の
農
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
森
林
、

木
材
の
機
能
を
生
か
し
た
林
業
の
総
合

的
な
推
進
を
図
り

、
水
産
業
に
つ
い
て

は
ホ
タ
テ
を
含
め
て
、
付
加
価
値
の
高

い
も
の
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
栽
培
漁
業
の
振
皿（
を
図
り
ま
す
。

二
　

地
域
産
業
の
育
成

自
然
環
境
を
生
か
し
た
産
業
拠
点
の

整
備
を
図
り
、
無
公
害
型
企
業
の
立
地

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
店
舗
・
サ
ー
ビ
ス

等
の
改
善
を
促
進
し
、
共
同
店
舗
化
等

の
検
討
や
観
光
事
業
と
の
連
携
を
進
め

る
と
と
も
に
、
新
し
い
地
域
産
業
の
育

成
に
向
け
て
人
材
の
育
成
・
確
保
を
図

り
ま
す
。

三
　
観
光
の
振
興

自
然
と
共
生
し
た
観
光
開
発
を
進
め
、

海
、
山
の
自
然
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
、

自
然
の
楽
し
み
方
の
開
発
や
農
村
資
源
、

海
産
資
源
の
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

近
隣
観
光
地
と
の
連
携
を
保
ち
、
滞
在

性
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

◇
計
画
の
推
進

《
住
民
参
加
》

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
力

し
て
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
基
本
構
想

に
掲
げ
た
施
策
の
将
来
像
の
実
現
に
努

め
ま
す
。

《
効
率
的
行
財
政
》

行
政
の
減
量
化
、
効
率
化
を
推
進
し
、

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
行
政
運

営
に
努
め
、
個
性
あ
る
地
域

づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
地
方
分
権
を
促
進
し
ま

す
。

《
広
域
行
政
》

青
森
地
域
の
一
体
的
な
発
展
と
交
流

を
進
め
る
た
め
に
、
各
市
町
村
間
の
体

制
強
化
に
努
め
ま
す
。

ｊ　●新総合計画基本構想の概要



春
の
叙
勲

勲
六
等
瑞
宝
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す吉崎忠治さん(73歳)

(蓬田)

昭
和
1
8年
２
月
警
防
団
員
拝

命
以
来
3
9年
間
に
わ
た
っ
て
消

防
業
務
に
尽
く
し
、
そ
の
間
副

団
長
を
８
年
勤
め
る
な
ど
消
防

力
の
近
代
化
、
団
員
の
資
質
の

向
上
を
図
る
な
ど
地
域
消
防
の

発
展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
て
４
月
2
9日
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

人
権
擁
護
活
動
で

表
彰
さ
れ
る

５
月
1
4日
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
定
時
総
会
に
お
い
て
人
権

擁
護
委
員
の
張
間
三
千
男
さ
ん

が
青
森
地
方
法
務
局
長
表
彰
を
、

６
月
４
日
青
森
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
総
会
に
お
い
て
人
権

擁
護
委
員
の
鈴
木
キ
ヌ
エ
さ
ん

が
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
表
彰

を
そ
れ
ぞ
れ
長
年
の
活
動
が
認

め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。鈴

木
委
員
は
平
成
３
年
か
ら
、

張
間
委
員
は
平
成
８
年
か
ら
委

嘱
さ
れ
て

い
ま
す
。
両
委
員
は

日

ご
ろ
住
民
の
悩
み
事
等
の
相

談
窓
口
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
い
じ
め

や
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど

人
権
問
題
に
つ
い
て
お
困
り
の

方
の
相
談
相
手

に
な
っ
て
く
れ

ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
内
容
の

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ

て
い
る
方
は
次
の
３
名
で
す
。

張
間
三
千
男

（
長
　
　

科

）

2
7
1
2
4
3
2

鈴
木
キ
ヌ
エ

（
阿

弥

陀

川

）

2
7－
2
1
2
1

飯
田
　
正
明

（
瀬

辺

地
）

2
7－
2
7
5
5

詳
し
く
は
、
青
森
地
方
法
務

局
、
村
役
場
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

駐
在
所
か
ら

こ
ん
に
ち
は

希
望
し
て
希
望
し
て
、
1
3年

ぶ
り
３
回
目
の
上
磯
勤
務
に
な

り
ま
し
た
。
孫
の
よ
う
な
末
娘

（
蓬
田
中
３
年
）
と
も
ど
も
家
族

３
人
で
、
４
月
１
日
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

工藤　修さん(54歳)

南
部
生
ま
れ
の
津
軽
育
ち

前
所
属

野
辺
地
警
察
署
　
泊
駐
在
所

趣
　
味

山
・
海
・
川
（
蓬
田
村
は
私

の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
所
）

抱
　

負
趣
味
は
い
っ
ぱ
い
あ
れ
ど
仕

事
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
仕
事

の
合
間
に
趣
味
を
こ
な
し
、
事

件
事
故
の
無
い
明
る
い
住
み
よ

い
蓬
田
村
を
め
ざ
し
、
頑
張
り

ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

交
通
安
全
協
会

定
時
総
会

６
月
1
7日
（
日
）
、
喜
久
酔
に

お
い
て
、
第
3
6回
蓬
田
村
交
通

安
全
協
会
定
時
総
会
が
会
員
・

役
員
等
約
3
0名
の
出
席
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
交
通
事
故
犠
牲
者

に
対
す
る
黙
と
う

が
行
わ
れ
、

そ

の
後

、

藤
田

修

一
副
会

長

（
会
長
代
行
）
よ
り
、
日
ご
ろ
か

ら
の
交
通
安
全
の
協
力
に
対
し

て
の
感
謝
と
今
後
引
き
続
き
お

願
い
す
る
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

議
事
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ

な
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

来
賓
の
古
川
村
長
は
「
バ
イ

パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、
事
故
が

増
え
る
こ
と
を
心
配
し
た
が
、

み
な
さ
ん
の
活
動
の
お
か
け
で
、

思
っ
た
以

上
に
少
な
く
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
引
き
続
き

活

動
を

お
願
い
し
ま
す
。
」

と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ま
た
、
成

田
蟹
田
警
察
署
長
は
「

バ
イ

パ

ス
よ
り
一
般
道
路
で
の
事
故

が

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
学

校
通
り
の
交
差
点
で
の
事
故
や

違
反

が
多

い
。
ま
た
、
死
亡
事

故
Ｏ

が
途
絶
え
残
念
で
す
が
、

こ

れ
を
ス
タ
ー
ト
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ

い
。
」

と
あ

い
さ
つ

が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
松
本
淳
司
交
通
指

導
隊
長
の
安
全
宣
言
で
閉
会
し

ま
し
た
。

●春の叙勲受章　∂
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情

報
局

竜
飛
﨑
灯
台
（
土
・
日
）

＼
　
　
　
　
一
般
公
開

一
般
公
開
の
実
施
内
容

期
　

間

時
　

間

展
示

品
等

見
学
料

６
月
～
９
月
の
毎
週

土

・
日
曜
日

1
0時
か
ら
1
5時
ま
で

灯
台
、
霧
信
号
で
現

在
使
用
し
て
い
る
機

器
、
灯
台
の
パ
ネ
ル

写
真

、「
う

み
ま

る
」

と
写
そ
う
コ
ー
ナ
ー
、

制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
。

パ
ソ
コ
ン
ク
イ
ズ
な
ど

無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
海
上
保
安
部

灯
台
課

℡
０
１
７
－
７
３
４
－
2
4
2
2

竜
飛
崎
灯
台

℡
0
1
7
4
1
3
8－
2
0
5
0

介
護
料
支
給
の

・
　
　
　
　
ご
案
内

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
の

後
遺
障
害
を
負
わ
れ
た
方
へ
の

介
護
料
支
給
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
。

対
象
と
な
る
方
は
自
賠
責
保

険
等
に
よ
る
後
遺
障
害
等
級
認

定
か
Ｉ
級
３
号
ま
た
は
４
号
に

該
当
す
る
方
と
２
級
の
３
号
ま

た
は
４
号
に
該
当
す
る
方
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
月
額
５
８
、５
７
０

円

か
ら
１
３
６

、
８
８
０
円

の

範
囲
と
月
額
２
９

、
２
９
０
円

か
ら
５
４
、
０
０
０
円

の
範
囲

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

労
災
保
険
、
介
護
保
険
等
の
公

的
補
償
給
付
を
受
け
て
い
る
場

合
は
対
象

に
な
り
ま
せ

ん
。

受
給
申
請
は
所
定
の
書
類
が

必
要
で
す
。
申
込
み
、
問

い
合

わ
せ
は
左
記
へ
。

〒
０
３
０
－
0
8
4
3

青
森
市
浜
田
字
豊
田

１
３
９
－
2
1

（
青
森
県
交
通
会
館
３
階
）

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

青
森
支
所

℡
０
１
７
－
７
３
９
－
0
5
5
1

平
成
1
3
年
度
窗
お
も
り

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

日
　
時

場
　
所

対
象
者

平
成
1
3年
８
月
1
4日

（
火
）

午
後
１
時
～
４
時

ホ
テ
ル
青
森

孔
雀
の
間
（
３
階
）

県
外
在
住
の
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
等

お
問
い
合
わ
せ
先

青
森
公
共
職
業
安
定
所

Ｕ
タ
ー
ン
担
当

食
中
毒

腸
炎
ピ
ブ
リ
オ
に
注
意

菌
の
特
徴

●
1
0
℃
以
下
で
は
発
育
し
に
く

く
、
４
℃
以
下
で
は
発
育
し

な

い

●
好

塩
性
（
３
％

食
塩
濃
度
前

後
で
最
も
良
く
発
育
す
る
。
）

主
な
症
状

下
痢
（
水
様

便
）
、

腹
痛
（
上

腹
部
）
、
お
う
と
、
発
熱

潜
伏
期
間

1
0～
2
4時
間
（
ま
れ
に
２
～

３
時
間
）

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
の
予
防
法

①
魚
介
類
は

⊇
貝
し
て
常
に
低

温
に
保
つ
。
（
1
0℃
以
下
、

で
き
れ
ば
４
℃
以
下
）

②
真
水
で
魚
介
類
を
流
水
洗
浄

す
る
。
特
に
魚
の
粘
質
な
部

分
や
甲
殻
類
の
殻
に
入
り
込

ん
だ
菌
は
除
去
し
づ
ら
い
の

で
注
意
す
る
。

③
魚
介
類
の
下
処
理
を
行
う
場

所
と
調
理
後
の
食
品
を
扱
う

場
所
を
分
け
る
。

①
魚
介
類
の
調
理
に
使
用
し
た

機
器
類
は
熱
湯
な
ど
で
消
毒

し
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
保

管
す
る
。

⑤
刺
身
等
の
料
理
は
冷
蔵
庫
か

ら
出
し
て
か
ら
２
時
間
以
内

に
消
費
す
る
よ
う
に
す
る
。

⑥
冷
凍
魚
介
類
の
解
凍
水
も
汚

染
源
と
な
る
の
で
、
生
食
用

の
食
べ
物
に
決
し
て
付
け
な

い
こ
と
。

第

９
回

り

』

ジ
ッ

ト

仁

・
廿
一コ
（
函
１

１
０

棗

実
施
日
時

平
成
1
3年
８
月
1
8日
（
土
）

午
前
1
0時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
受
付
電
話
番
号

０

１

７
－

７

７

６
－
8
4
2
5

７ ●お知らせ情報局



実
施
場
所

青
森
市
長
島
三
丁
目５

番
1
6号

青
森
県
司
法
書
士
会
館
２
階

相
談
料

無
料

主
　
催

青
森
県
青
年
司
法
書
士
会

連
絡
責
任
者

〒
0
3
9
j
1
1
6
6

八
戸
市
根
城
五
丁
目
Ｂ
番
1
6

号
　
司
法
書
士
　
西
洋
英
之

℡
0
1
7
8
－
2
4－
１
３
２
にり

砌一
〇
１
７
８
－
4
4－
9
6
8
1

つ
が
る
農
作
物

加
工
セ
ン
タ
ー

蹈
４
回
公
開
デ
ー

日
時

場
所

内
容

平

成
1
3

年

７

月
2
7

日
（
舍

９

：
3
0

～
1
6

：

圓

平

賀

町

大

字

光

城

三

丁

目
2
3

－

１

加

エ

セ

ン

タ

ー

内

℡

０

１

７
２
－

４１４

卜
８

８

０

０

陽

０

１

７
２
－

４４

Å

８

０

１

①
所
内
公
開
、
農
産
加
工
実

演
②
試
験
研
究
成
果
展
示

③
本
年
度
の
テ
ー
マ

・
津
軽
特
産
農
産
物
の
健

康
増
進
パ
ワ
ー
と
加
工
品

①
試
飲
・
試
食
コ
ー
ナ
ー

⑤
農
産
物
加
工
相
談

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ

「
１

等
・
前
後
賞
台
わ
せ
て
３

億
円
！・
２

等
だ
っ
て
１
億
円
」

１
　

等
　

２
億
円
×
4
4
本

前
後
賞
　

５
、
０
０
０
万
円

２
　

等
　

１
億
円
×
一
…Ｊ
本

発
売
期
間

平
成
1
3年
７
月
1
6日

（
月
）

～
８
月
３
日

（
金
）

抽
選
日

平
成
1
3年
８
月
1
4日
（
火
）

○
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市

町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
街

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

｢あ お も り21 ・百 人 委 員 会｣

委員募集

～あなたの声で「輝くあおもり新時代」を～

みなさんの意見を県政に反映させてみませんか。

◆応募資格

◆募集人員

◆委嘱期間

◆仕　　 事

◆謝 礼 等

◆応募方法

◆応募締切

◆郵 送 先

県内に在住する満18歳以上の方（た

だし、議員、教育・医療関係以外の

公務員、県政モニターなどの方を除

0

25人程度

２年間

委員会等出席（年５回程度）

記念品及び委員会等出席旅費

ハガキに、住所、氏名（フリガ刊 、

性別、生年月日、職業、電話番号、

応募理由（県政に対する意見等）を

記入の上、青森県政策推進室あてに

郵送して下さい。

７月19日（木）

〒030－8570　青森県政策推進室

（郵便番号を記載すれば、住所は記

載不要）

◆お問い合わせ先 青森県政策推進室

(TEL017－734 →138)

放送大学学生募集

放送大学(教養学部)では平成13年度第２学期の学

生を募集しています。
【 出願 期 間 】 平成13年６月15日（金）～

平成13年８月15日（水）

《あなたも放送大学で学んでみませんか！》

放送大学とは？

○衛星放送等を利用した正規の通信制大学です。入

学試験はありません。

○授業は、スカイパーフェクＴＶ！　け レビ205ch ・

ラジオ500Ch ）の放送を視聴して自宅でマイペー

スで学習できます。また、学習センターでビデオ

テープ、オーディオテープの再視聴もできます。

○生涯学習として、目的に合わせて１科目からでも

学べます。

平成14年４月から大学院生（修士全科生：文化科

学研究科）受入開始

・大学院願書受付：平成13年９月１日（ﾕL）～

14日（金）

※入学資格等、詳しいことは募集要項をご参照くだ

さい。

※募集要項は無料で送付します。

【資料請求・お問い合わせ先】

〒036-8560

弘前市文京町１（弘前大学創立50周年記念会館内）

放送大学青森学習センター

℡0172 － 38 － 0500

●お知らせ情報局



出稼労働者対象　建設機械・不整地運搬車運転技能講習

下記の日程でいろいろな技能講習が無料 で受講できますけ キスト料別途)。

どの講習も労働安全衛生法に基づき、労働者の負担軽減、雇用機会の拡大・労働安全の確保を図っています。

この機会にぜひ技能の向上を図りましょう。

※申込締め切り　７月９日（月）

講 習科 目 定　 員 対 象機 種 受 講 資 格 受 講 申込手 続
講　 習　 日　 程

テキ スト 料
学　科 実　技

小型車両系建設

機 械 運 転 技 能

※３トン未満

30名

(先着旧

ブルドーザー、モ
ーター、トラクタ
ー・ショベル、ず
り積機、スクレー
バー、スクレープ
、ドーザー、ドラ
グライン、パワー
ショベル、ドラグ
・ショベル等

出稼手帳所持（随時発

行）

普通自動車免許

・ 写真２枚 （縦3.5cm

X2.5cm)

・普通自動車免許証写

し

８月９日（木）

青森建設会館

（青森市安方

２丁目）

８月10日（金）

建設業労働災

害防止協会

（十和田市伝

法寺大窪２丁

目）

1,580円

修了証送付代

430円

車両系 建設機械

運　転　技　 能

※３トン以上

45名

(先亦瞶)

ブルドーザー、モ
ーター、トラクタ
ー・ショベル、ず
り積機、スクレー
バー、スクレープ
、ドーザー、ドラ
グライン、パワー
ショベル、バケッ
ト掘削機、トレン
チャー等

小型車両系資格に加え、

大型免許

（労働基準局長の指定

を受けた教習機関が行

う「小型車両系建設機

械運転技能特別教育」

の修了 証を取得し、そ

の後３ヵ月以上の建設

機械の運転の業務に従

事していること）

・写真２枚(縦3.5cm X

2.5cm)

・普通自動車免許証写

し

・小型車両系建設機械

運転技能講習修了証

写し

・特別教育講習終了後

３ヵ 月以上の経 験者

は事業主の証明

８月20日（月）

８月21日（火）

青森建設会館

（青森市安方

２丁目）

８月22日（水）

建設業労働災

害防止協会

（十和田市伝

法寺大窪２丁

目

2,150円

修了 証送付代

430円

不 整 地 運 搬 車

運　転　技　能

20名

(先着順)

∧

∧
車両 系資 格に加え､大

型特殊免許

（労働基準 局長の指定

を受けた教習機関が行

う「車両系 建設機械運

転技能特別教育」 の修

了証を取得しているこ

と）

・写真 ２枚 （縦3. 5cm

×2. 5cm)

・普通自動車免許証写

し

・車両系建設機械運転

技能講習修了証写し

８月23日（木）

青森建設会館

（青森市安方

２丁目）

８月24日（金）

建設業労働災

害防止協会

叶 和田市伝

法寺大窪２丁

目

1,480円

修了証送付代

430円

詳しいお問い合わせ：農林水産課　　 ℡27-2115

平成13年度各種試験実施計画
青森県健康福祉部健康医療課

試　験　区　分 試験実施年月日 願書受 付期間 試 験 会 場 願書配布開始予定日 願書配布場所 合格発表予定日

平成13年

調理師試験
13年９月30日（日)

13年7月16日（月)

13年7月27日（金)

青森県立保健大学

(青森市浜館字間

瀬58-1)

13年７月２日(月)

県内各保健所(支

所）

県庁健康医療課

試験免許班

13年11月６日(火)

平成14年

准看護婦(士)試験
14年２月10日（日）

13年12月７日（金)

～

13年12月20日（木)

青森県立青森西高

等学校

(青森市新城字平

岡266-20)

青森山田高等学校

(青森市浜田字板

橋23)

13年11月22日（木）

県内各保健所（支

所）

県庁健康医療課

試験免許班

14年３月５日(火)

平成14年

歯科技工士試験

14年３月４日（月）

14年３月５日（火）

14年１月21日（月）青森歯科技工士専門学校

14年１月25日（金）青森市三内字稲元122-2

13年12月2日（木)
県庁健康医療課

試験免許班
14年３月15日（金）

☆ 日程は変更になるこ とがあ ります。　 ★ 願書提 出先及び　 〒030-8570

各試験の詳細につい ては それぞれ確　　 お問い 合わせ先　 青森県 健康福祉部 健康医 療課 試験 免許班　　 電　 話　017-734-9287  (直 通）

認 してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F A X　017-734-8089

★青森県 のホームペ ージ　http:// 回yｗ.pref.ａｏｍｏri.Jp/　「青森県の保 健一医療･ 福祉」 各種試験 の案内 に掲載

夕　●お知らせ情報局



カメラ ア　イ

蓬田村
小
・
中 学校大運動会
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愛の献血ありがとう

６月５日（火）、県赤十字血液センター

の巡回車が村を訪 れ、役場前で献血を行

いました。

今年度第１回目の献血には、村内外51

名の皆 さんより、400 が23 本（男20 本･女

３本）、200m^28 本 （男８本・女20 本）の

ご協力をいただきました。

善意の献血ありがとうござい ました。

次回は、12 月７日に成分献血 （予約が

必要です）を行う予定です。

アワビを放流

５月30日（水）、蓬田村漁業研究会（久慈孝

弘会長）ではアワビ種苗放流事業を行いました。

この事業は、獲る漁業から育てる漁業への確立

を目指すもので、ホタテガイの他にアワビの生

産出荷による漁業経営の安定化を図るものです。

平成10年度から実施、階上町から稚アワビを購

入し、放流して今年で４回目となります。

当日は、稚アワビ5,000個を放流しました。

研究会が大事に育てているアワビを採取する

と罰せられます。

海の資源は、漁業経営者の大切な生活の糧で

す。みなさんのご協力をお願いします。

市町村合併勉強会
６月12日（火）、ふるさと総合センターで市町

村合併の勉強会が開催されました。今回初めて

の勉強会ということで、村議会議員・自治会長・

役場職員（三役、教育長含む）を対象に約60名の

出席で行われました。

講師の県企画振興部市町村振興課・名古屋広

域行政推進監、川嶋主査の２人から「市町村の

現状と課題・合併の推進についての基本的な考

え方や合併パターンなど」の説明がありました。

参加者からは、「合併をして果たして大丈夫

なのか・メリットがあるのか・行政サービスの

低下にならないか」などの厳しい質問がありま

した。

●
世
の
中
の
　
甘
い
話
し
に
　
棘
が
あ
る
　
　
　
　

蓬
　
石

●
怒
る
口
　
案
ず
る
腹
を
　
子
は
見
抜
き
　
　
　
　

藤
　

久

●
カ
ラ
オ
ケ
で
　

美
人
で
な
い
が
　
甘
い
声
　
　
　

瓢
　

一

●
亡
母
の
　
辞
書
忍
の

丁
子
　
書
い
て
あ
る
　
　
　

富
　

栄

●
お
預
け
を
　

く
ら
っ
た
犬
で
　

い
る
時
間
　
　
　

文
　

明

●
じ
っ
と
我
慢
　

知
ら
ぬ
乳
児
の
　

初
床
屋
　
　
　

咲
　
子

●
コ
ス
フ
酒
　
呑
め
ば
昔
の
　
顔
が
見
え
　
　
　
　

藤
　
正

●
な
あ
ゝ
友
よ
　

締
め
る
緩
め
る
　
こ
れ
か
ら
さ
　
清
　
乃

●
言
わ
ぬ
が
花
　

じ
っ
と
我
慢
の
　
勝
負
あ
る
　
　

勝
　
子

●
我
慢
な
し
　

育
っ
た
娘
も
　
子
の
親
に
　
　
　
　

悦
　
子

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期

に
な
り
、
雨
が
降
っ
た
り
、

ヤ
マ
セ
の
吹
く
日
が
多
く

な
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

体
に
は
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

// ●カメラアイノ川柳北緯41°



２
１
世
紀
の
健
康
づ
く
り
運
動

自
ら
の
健
康
づ
く
り
は
自
分
自
身
の
手
で

７
月
９
日
～
７
月
1
3囗
の
住

民
総
合
健
診
に
向
け
て
、
各
地

区
の
保
健
協
力
員
が
主
と
な
り
、

各
世
帯
を
一
軒
ず
つ
回
っ
て
受

診
の
勧
奨
と
健
診
の
申
し
込
み

の
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
昨
年
の
調
査
結
果

の
中
で
、
会
社
員
、
パ
ー
ト
労

働
者
、
自
営
業
者
の
中
で
「
時

間

が
な
い
た
め
健
診
を
受
け
ら

れ
な
い
人
」

が
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
勤
務

中
で
あ
っ
て
も
健
診
を
受
け
や

す
い
体
制
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
、
村
内
に
あ
る
事
業
所
等
の

経
営
者
に
対
し
、
従
業
員
の
健

診
受
診
を
促
し
て
も
ら
う
こ
と

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
事
業
所
の
経
営
者

の
方
々
に
は
仕
事
中
や
昼
休
み

の
休
憩
中
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
快
く
協
力
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
行
っ

た
事
で
き
っ
と
今
年
は
受
診
者

が
増
え
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

活
動
に
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

中沢地区の保健協力員さん一生懸命健診につ

いて説明しています。

作 業中のお父さ ーん､ちょ つとスミマセ ン！

広 瀬 地区 の保 健協力 員で す。

平成12年広瀬地区における味噌汁塩分濃度測定結果報告

青森県では塩分の取りすぎは脳血管疾患や心臓病等の発症に関係することから、塩分摂取量を減少させるた

食事の塩分３減運動(①一汁減…具を減らし、汁を少なく②漬け物減…浅漬けにチャレンジ③かけしょう
－

め に

油 等 減 … 料 理 の 味 を み て か ら ソ ー ス、 し ょ う 油 を ）を取り組んでいます。

我が村でも広瀬地区では平成13年３月に地区の食生活改善推進員が中心となって、各家庭の味噌汁の中に含
まれる塩分濃度測定を実施したので報告します。

調査した世帯のうち①大変薄い～薄い(0.6% ～0.8％)が17世帯( 全体の17.6%) ②普通(1.0％)が35世帯
(全体の36.1%) ③少々からい～非常にからい(1.2% ～1.6%) が45世帯(全体の46.3%) でしか。この結果から
もわかるように、まだまだ濃い味の味噌汁、ひいては塩分濃度の高い濃い味の食事が好まれていることがわか
りました。

広瀬地区の味噌汁塩分濃度測定結果

食事の習慣を変えるということは大変難しい事ではありますが、ちょっとした工夫をまず３ヵ月位続けるこ

とで大きな効果があげられるといわれています。
例えば、めん類の汁を全部飲まないようにする、塩分の多い加工食品（特にインスタント食品）を控えるよ

うにする、酢や油、香味野菜等を上手に使うことで、塩分が少なくてもおいしく食べられるようにすることは
簡単に試すことができます。努力次第で塩分は減らすことができます。一日の塩分摂取量10g 以下の減塩食生

活を実行して、生活習慣病を予防し、蓬田村を健康長寿村とするよう力を合わせていきたいものです。

●保健コーナー12



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

第
3
6回

題
「

空

」

天
位

び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
と
空
の
な
み
だ
が
お
ち
て
き

た

４
年

青
　

木
　

果
　

歩

さ
ん

●
佳
作

●
五
客

☆
人
位

☆
地
位

と
び
た
い
な
雲
の
ふ
ね
で
空
の
上

空
か
ら
の
1
0円
王

は
き
け
ん
で
す

空
の
海
こ

い
が
ふ
わ
ふ
わ
お
よ
い
で
る

雲
の
う
え
か
み
な
り
さ
ま

が
な
い
て
い
る

空
の
上
島
が
か
な
で
る
え
ん
そ
う
会

空
に
は
ね
て
ん
ご
く
じ
ご
く
あ
る
か
も
ね

空
は
に
じ
の
は
し
で
つ
な
が
る
あ
る
け
る
の

お
い
し
そ
う
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
雲

が
あ
る

鳥
さ
ん
と
空
さ
ん
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ
お
話
中

う
ち
ゅ
う
っ
て
空
が
か
わ
っ
た
も
の
な
の
か

上
と
下
空
と
じ
め
ん
の
ご
た
い
め
ん

朝
の
空
す
ず
め
が
飛
ん
で
日
が
出
る
ぞ

そ
ら
の
う
え
ど
こ
ま
で
つ
づ
く
あ
し
た
ま
で

そ
ら
と
ん
で
い
っ
て
み
た
い
な
そ
ら
の
ま
ち

あ
の
空
の
そ
つ
ぎ
ょ
う
し
き
を
思
い
だ
す

空
の
顔
な
い
て
わ
ら
っ
て
人
み
た
い

よ
る
の
そ
ら
は
し
の
は
な
び
ら
ま
ん
か
い
だ

空
に
は
ね
見
え
な
い
も
の
が
う
ま
っ
て
る

空
の
雨
か
み
さ
ま
え
ん
え
ん
な
い
た
か
ら

く
も
の
う
え
ひ
こ
う
き
だ
け
の
ひ
み
つ
き
ち

あ
お
い
そ
ら
に
ゅ
う
ど
う
ぐ
も
が
お
い
し
そ
う

み
ん
な
は
ね
空
の
真
下
に
い
る
ん
だ
よ

４
年
　

八

戸
　

菜
摘

６
年
　

青

木
　
　

彬

６
年
　

稲

葉
　

絢
靨

４
年
　

越

田
　

孝
子

５
年
　

坂

本
　

雄
大

４
年
　

越

田
　

智
子

５
年
　

吉

田
　

麻
由

４
年
　

八

戸
　

菜
摘

４
年
　

青

木
　

果
歩

５
年
　

大

宮
由

紀
子

３
年
　

三

浦
　

由
賽

６
年
　

三

浦
　

正
嗣

２
年
　

久

慈
　

也
靨

３
年
　

木

村
　

賢
太

３
年
　

南
　
　

匠
五［

５
年
　

山

舘
　

清
哉

４
年
　

高

田

の
ぞ
み

５
年
　

加

藤
　

眞
帆

４
年
　

越

田
　

孝
子

５
年
　

三

上
　
　

斤

２
年
　

大
川
　

干

専

４
年
　

砂

田
　

大
樹

選
評

お
か
じ
よ
う
き
川
柳
社

八
戸
む
さ
し
さ
ん

み
な

さ
ん

、

い
っ
ぱ

い
出

し
て

く
れ
て

あ
り

が
と
う

。
先
月

の
「
春
」
よ
り

多
か

っ
た

。

そ
し

て

、
だ

ん
だ

ん
自
分

の
考
え

を

句
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
来
ま

し

た
。

先

月

「
春

夫

さ

ん
・：
」

と

い
う

句

を
取

り

上

げ
た

と
こ

ろ

、
今

回

は
３

句

も

「
空

夫

く

ん
」

の
句

が
あ

り
ま

し
た

。
で

も

、
「
空

夫
く

ん
」

の
よ

う

な
言
葉

は
特

別

な
の

で

２

回
目

か

ら

は
よ

っ

ぽ
ど

い

い
句

で

な

い
と
入

選

で
き

な

い
と

い
う
こ

と

を
覚

え

て

く
だ

さ

い
。

人

位
　

同

じ
よ

う

な
意

味

の
句

が
た
く

さ

ん
あ

っ

た
け

ど

、

一
番

ま

っ
す

ぐ
伝

わ

り
ま

し
た

。

地
位
　

発
見

で
す

ね
。
「
月

か
ら

は
私

か
真

上
か

も
知

れ

ぬ
　

哲

子
」

と

い
う

句
を

思

い
出
し

ま
し

た

。
「
み

ん

な
は
ね

」

の

「
ね
」

を
使

わ

な

い
と

も

っ
と
良

く

な
り

ま
す

。
み

ん
な

気
を

つ
け

て
ね

。

天

位
　

果

歩

さ
ん

も
、

お

じ

さ

ん
も

、
空

も
泣

く

ん
だ

よ

ね

。
五

客

の
孝

子

さ
ん

の

句
と

考
え

方

が

似

て

い
ま

す

が
、

果
歩

さ

ん
は

雨

と
言

わ

な

い
で

雨
を

伝

え

て

い
て
素

晴
ら
し

い

。

７　JULY

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

7月行事予定表Ｊ　 ぴ 己jLIJ ≒IJ-J　 己丿　 心?j== り 〉

開催日 曜日
行事名

場　　　　 所 時　間 担　　 当

7/2 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

４ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 ク

８ 日 村民体育祭 総　合　運　 動　場 8:30 社 会 教 育 課

９ 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

9 ～13 月～金 住民検診 ト　　　レ　　セ　　ン 6:00 福　　祉　　課

11 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

16 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 同上

18 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 同上

19 木 高齢者教室 王 松 海 水 浴 場 10:00
同上

23 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 同上

24 火 海水浴場開き 王 松 海 水 浴 場 13:30 企　　團　　課

25 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 中 央 公 民 館

26 木 幼児教室 ふるさと総合センター 9:30 福　　祉　　課

30 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

yＪ●児童川柳／行事予定表



小
学
生
が
田
植
え
を
体
験

６
月
５
日
（
火
）
、
蓬
田
小
学

校
の
６
年
生
3
9人
が
、
学
校
近

く
の
水
田
で
田
植
え
を
体
験
し

ま
し
た
。
一
列
に
並
ん
だ
子
ど

も
た
ち
は
、
泥
の
感
触
に
大
騒

ぎ
し
な
が
ら
、

ゆ
め
あ
か
り
な

ど
の
苗
を
植
え
付
け
、
名
札
を

立
て
ま
し
た
。

今
後
、
生
育
状
況
を
観
察
し
、

収
穫
し
た
米
は
乾
燥
か
ら
精
米

ま
で
手
掛
け
て
1
2月
の
も
ち
つ

き
大
会
や
調
理
実
習
で
味
わ
い

ま
す
。

田
植
え

で
は
、
水
田
５
ア
ー

ル
を
提
供
し
か
松
本
淳
司
さ
ん

が
「
苗
一
株
か
ら
約
１
、
８
０

０
粒
の
米
が
と
れ
、
茶
わ
ん
一

杯
の
ご
飯
に
な
る
。
」
と
話
し
、

植
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
長
靴
を
は
い
た
り
、

素
足
に
な
っ
た
り
し
て
水
田
に

入
り
ま
し
た
。
保
護
者
や
近
所

の
人
、
農
協
職
員

が
、
「
に
ぎ

や
か
で
最
高
の
田
植
え
だ
」
と

目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

み
ー
つ
け
た

14

4
王
松
海
水
浴
場
で
取
材
の
際

に
、
郷
沢
地
区
の
畠
山
利
逸
さ

ん
に
教
え
て
も
ら
っ
て
撮
影
し

た
カ
モ
メ
の
卵
で
す
。

撮
影
時
、
親
と
思
わ
れ
る
２

羽
の
カ
モ
メ
が
卵
を
取
ら
れ
る

と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
、
私
を

威
嚇
す
る
よ
う
に
飛
ん
で
い
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
が
広
報
を
見
る
こ

ろ
は
、
加
わ
い
い
ひ
な
に
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
ね
。

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

（５月31 日現在）

総人口　3, 635人

男　　1,722 人

女　　1,913 人

世帯数　1,097 世帯

５月受付分

お誕生おめでとうございます

森　　 磨 洲

吉 田　 琴 音

か　す　み
八 戸 香 寿 美

一　心

香　織

実

明　美

建　栄

いっ子

長男

長女

長女

ご結婚おめでとうございます

田中　和哉　（蓬　　 田）

土岐　直子　（青 森 市）

おくやみ申し上げます

藤田貞四郎(中　　沢88 歳)

青木キクヱ(阿弥陀川80 歳)

編
　
集
　
後
　
記

最
近
、
人
間
の
常
識
で
は
考

え
ら
れ
な
い
事
件

が
起
き
て
い

ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
弘

前
の
サ
ラ
金
強
盗
放
火
事
件
。

ま
た
、
ネ
パ
ー
ル
王
族
射
殺
事

件
。
そ
し
て
、
近
年
ま
れ
に
み

る
凶
悪
な
大
阪
児
童
殺
傷
事
件

が
起
き
て
い
ま
す
。

得
て
し
て
こ
う
し
た
時
期
に

類
似
し
た
事
件
が
起
き

が
ち
で

す
が
、
そ
う
ぃ
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
心
か
ら
願
う
次
第
で
す
。
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